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1 概要 

本製品は CC-Link のリモートデバイス局として機能します。 

通信仕様は CC-Link Ver.2.0 1 局占有 拡張サイクリック 4 倍設定です。 

本取扱説明書では、UG ユニットと CC-Link 通信での通信方法について説明します。CC-Link 仕様に関する

項目については概略説明にとどめており、詳細については、CC-Link 協会発行の 

「CC-Link 仕様書」「CC-Link 敷設マニュアル」を参照してください。 

※ 本取扱説明書は 2024 年 1 月時点の「CC-Link 仕様書」「CC-Link 敷設マニュアル」を参照しており

ます。CC-Link 協会の更新がある場合は最新版をご確認ください。 

 

2 安全上の注意 

 取り付けの前に、配電盤の入力電源を遮断し、電源が切れていることを確認してください。 

 取り付けの際は付属の「取付マニュアル」をよく読み、正しく安全に作業してください。 
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3 ご使用になる前に 

3.1 製品の確認 

取り付ける前に製品及び同梱部品が揃っているかをご確認ください。 

 

3.2 準備していただくもの 

 ケーブル 

Ver.1.10 対応 CC-Link 専用ケーブル 

 

 コネクタ 

MSTB2.5/5-STF-5.08AU（PHOENIX CONTACT 製） 

 

 終端抵抗 

110Ω±5% 1/2W 

 

3.3 ユニットへの取付方法 

付属の「取付マニュアル」をよく読み、正しく取り付けを行ってください。 
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4 通信ボード仕様 

項目 仕様 

局分類 リモートデバイス局 

通信規格 CC-Link Ver.2.0 

占有局数 １局 

拡張サイクリック設定 ４倍 

接続台数 最大４２台 

局番 1～64 

伝送速度 10Mbps/5Mbps/2.5Mbps/625Kbps/156Kbps 
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5 接続 

5.1 接続コネクタ 

 通信ボード側ソケット 

MSTB2.5/5-GF-5.08AU（PHOENIX CONTACT 製） 

  

    ① ② ③ ④ ⑤ 

 ケーブル側プラグ 

MSTB2.5/5-STF-5.08AU（PHOENIX CONTACT 製） 

  

    ① ② ③ ④ ⑤ 

端子番号 信号名 説明 絶縁体の色 

① DA 差動信号 A(非反転) 青 

② DB 差動信号 B(反転) 白 

③ DG シグナルグランド 黄 

④ SLD ケーブルのシールド線 - 

⑤ FG 接地線 - 

 

5.2 接続方法 

 基本的にはマルチドロップ（ディジーチェーン方式）で接続します。 

 配線は「Ver.1.10 対応 CC-Link 専用ケーブル」を使用してください。使用するケーブルや通信速度によ

り最大伝送距離が異なります。 

 両端のユニットには、必ず終端抵抗を接続してください。 

 終端抵抗は接続コネクタの DA-DB 間に取り付けてください。 

 UG-CL は最大 42 台接続可能です。 

 UG-CL 用に直流電源などは不要です。UG ユニットから供給されます。 

UGﾕﾆｯﾄ

ﾘﾓｰﾄﾃﾞﾊﾞｲｽ局
UG-CL
No.01

ﾏｽﾀ局

UGﾕﾆｯﾄ

ﾘﾓｰﾄﾃﾞﾊﾞｲｽ局
UG-CL
No.02

UGﾕﾆｯﾄ

ﾘﾓｰﾄﾃﾞﾊﾞｲｽ局
UG-CL
No.41

UGﾕﾆｯﾄ

ﾘﾓｰﾄﾃﾞﾊﾞｲｽ局
UG-CL
No.42

終端抵抗

終端抵抗

…

～ ～

 

※ CC-Link には敷設時の注意事項があります。 

詳細については、CC-Link 協会発行の「CC-Link 敷設マニュアル」を参照してください。 
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6 事前設定 

6.1 UG ユニットの設定 

設定が必要なパラメータを以下に示します。 

全て初期設定値にしてください。初期設定値以外にすると動作しない場合があります。 

（操作方法などはユニットの取扱説明書を参照ください。） 

コード 機能名称 設定範囲 刻み 単位 
初期 

設定値 

運転中 

の変更 

F501 ノードアドレス  0 ～ 255 1 － 1 × 

F502 伝送速度 ［9.6］、［19.2］、［38.4］ － kbps [9.6] × 

F503 伝送モード 
［8n1］、［8o1］、［8E1］、 

［8n2］、［8o2］、［8E2］ 
－ － ［8E1］ × 

F507 送信待ち時間  0 ～ 999 1 ms 0 × 

 

6.2 UG-CL の設定 

UG-CL 上に SW1,SW2,SW3,DSW6 があります。以下の説明に従って設定してください。 

※ 電源を遮断した状態で設定変更してください。通電中の変更は無効です。 

                  

 SW1：伝送速度設定。マスタ局の設定と同じ値にしてください。 

      0：156Kbps 

      1：625Kbps 

      2：2.5Mbps 

      3：5Mbps 

      4：10Mbps 

      上記以外：エラー 

※ 通信速度が 5Mbps,10Mbps の場合、接続台数に関わらずマスタ局設定のスキャンモード指定は、

「同期」を選択してください。 

 SW2,SW3：局番設定。1～64 の範囲で設定可能です。 

      SW3：10 の位を設定 

      SW2：1 の位を設定 
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 DSW6：下表の説明に従い設定してください。 

No. モード 設定 

1(左端) UG1/UG3 選択 

取付しているユニットが、 

UG1 の場合：OFF(下)にする。 

 

2 

（未使用） 
操作不要。 

OFF(下)のままにする。 
3 

4(右端) 

 

6.3 UG-CL にてパラメータを設定する場合 

UG-CL にてパラメータを設定するには、ユニットの表示パネルを操作して”パラメータ優先度”を“２：通

信”にする必要があります。設定が必要なパラメータを以下に示します。 

（操作方法などはユニットの取扱説明書を参照ください。） 

コード 機能名称 設定範囲 刻み 単位 
初期 

設定値 

運転中 

の変更 

F2_P 温調信号 P 優先度 0：制御端子台入力   0 × 

F2_H 上限信号 H 優先度 1：パネル － － 0 × 

F2_L 下点信号 L 優先度 2：通信   0 × 

F2_F 勾配信号 F 優先度    0 × 

F2_E ｿﾌﾄｽﾀｰﾄ時間 E 優先度    1 × 

F2_C 電流制限量 C 優先度    1 × 

F2_U ﾋｰﾀ断線量 U 優先度 1：パネル － － 1 × 

F2_d ﾃﾞｨﾚｰ時間ｄ優先度 2：通信   1 × 

F2_t 周期時間 t 優先度    1 × 

F2_n 関数特性ｎ優先度    1 × 

 

＜注意事項＞ 

※ ”パラメータ優先度”の設定を“1：パネル”のままにしていると、マスタ局から設定変更を行ってもユ

ニットには反映されず、表示パネルにて設定したままの値となります。 

※ 通信にて設定変更できるパラメータについて、基本的には通信による設定変更はユニット内に保存され

ません。電源遮断すると通信開始前の設定に戻りますので、電源再投入後は必ず通信にて設定変更してか

ら運転を開始してください。 

※ 上記の例外として、通信にて設定変更を行ったあとで、表示パネルにてパラメータや機能の設定変更を行

った場合（SAVE キーを押下した場合）は、通信による変更も含めて一括でユニット内に保存されます。 
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7 通信方法 

7.1 通信データ一覧 

 UG1 ユニットの場合 

※ デバイス No.の n は局番設定により決まる値です。 

(1) RX データ（UG1→マスタ局） 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ No. 信号名称 詳細 備考 

RX(n+0)0 運転停止状態 １：運転／０：停止  

RX(n+0)1 予約   

RX(n+0)2    

RX(n+0)3 モニタ値切替え状態フラグ １：設定値／０：通常 「7.2.6」を参照 

RX(n+0)4 予約   

RX(n+0)5 ＥＥＰＲＯＭ異常 １：ＥＥＰＲＯＭ異常／０：正常 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ Er.07,08 

RX(n+0)6 非常停止（ゲートブロック） １：非常停止／０：正常 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ Er.09 

RX(n+0)7 ヒータ断線検出 １：ヒータ断線／０：正常 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ Er.13 

RX(n+0)8 周波数異常 １：周波数異常／０：正常 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ Er.12 

RX(n+0)9 電源電圧低下 １：電源電圧低下／０：正常 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ Er.10 

RX(n+0)A 負荷異常 １：負荷異常／０：正常 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ Er.04,14 

RX(n+0)B サイリスタ異常 １：サイリスタ異常／０：正常 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ Er.05,06 

RX(n+0)C 温度上昇異常 １：温度上昇異常／０：正常 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ Er.02 

RX(n+0)D ヒューズ断線 １：ヒューズ断線／０：正常 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ Er.03 

RX(n+0)E 過電流異常 １：過電流／０：正常 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ Er.01 

RX(n+0)F 異常一括 １：異常一括(通信異常を含む)／０：正常  

RX(n+1)0    

RX(n+1)1    

RX(n+1)2    

RX(n+1)3    

RX(n+1)4    

RX(n+1)5    

RX(n+1)6    

RX(n+1)7 予約   

RX(n+1)8    

RX(n+1)9    

RX(n+1)A    

RX(n+1)B    

RX(n+1)C    

RX(n+1)D    

RX(n+1)E    

RX(n+1)F    
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ﾃﾞﾊﾞｲｽ No. 信号名称 詳細 備考 

RX(n+2)0    

RX(n+2)1    

RX(n+2)2    

RX(n+2)3    

RX(n+2)4    

RX(n+2)5    

RX(n+2)6    

RX(n+2)7 予約   

RX(n+2)8    

RX(n+2)9    

RX(n+2)A    

RX(n+2)B    

RX(n+2)C    

RX(n+2)D    

RX(n+2)E    

RX(n+2)F    

RX(n+3)0    

RX(n+3)1    

RX(n+3)2    

RX(n+3)3 予約   

RX(n+3)4    

RX(n+3)5    

RX(n+3)6    

RX(n+3)7    

RX(n+3)8 
イニシャルデータ処理要求

フラグ 
１： イニシャルデータ処理要求(未使用) 

 

RX(n+3)9 
イニシャルデータ設定完了

フラグ 
１： イニシャルデータ設定完了(未使用) 

 

RX(n+3)A リモートエラー状態フラグ １： リモートエラー(UG との通信異常)  

RX(n+3)B リモートＲＥＡＤＹフラグ １： リモートＲＥＡＤＹ(UG との通信正常)  

RX(n+3)C    

RX(n+3)D 予約   

RX(n+3)E    

RX(n+3)F    
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(2) RY データ（マスタ局→UG1） 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ No. 信号名称 詳細 備考 

RY(n+0)0 運転／停止設定 １：運転／０：停止  

RY(n+0)1    

RY(n+0)2    

RY(n+0)3    

RY(n+0)4    

RY(n+0)5    

RY(n+0)6 予約   

RY(n+0)7    

RY(n+0)8    

RY(n+0)9    

RY(n+0)A    

RY(n+0)B    

RY(n+0)C    

RY(n+0)D    

RY(n+0)E 設定値１～１６有効無効 １：有効／０：無効 「7.2.7」を参照 

RY(n+0)F モニタ値切替え要求フラグ １：設定値／０：通常 「7.2.6」を参照 

RY(n+1)0    

RY(n+1)1    

RY(n+1)2    

RY(n+1)3    

RY(n+1)4    

RY(n+1)5    

RY(n+1)6    

RY(n+1)7 予約   

RY(n+1)8    

RY(n+1)9    

RY(n+1)A    

RY(n+1)B    

RY(n+1)C    

RY(n+1)D    

RY(n+1)E    

RY(n+1)F    
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ﾃﾞﾊﾞｲｽ No. 信号名称 詳細 備考 

RY(n+2)0    

RY(n+2)1    

RY(n+2)2    

RY(n+2)3    

RY(n+2)4    

RY(n+2)5    

RY(n+2)6    

RY(n+2)7 予約   

RY(n+2)8    

RY(n+2)9    

RY(n+2)A    

RY(n+2)B    

RY(n+2)C    

RY(n+2)D    

RY(n+2)E    

RY(n+2)F    

RY(n+3)0    

RY(n+3)1    

RY(n+3)2    

RY(n+3)3 予約   

RY(n+3)4    

RY(n+3)5    

RY(n+3)6    

RY(n+3)7    

RY(n+3)8 イニシャルデータ処理完了

フラグ 
１： イニシャルデータ処理完了(未使用) 

 

RY(n+3)9 イニシャルデータ設定要求

フラグ 
１： イニシャルデータ設定要求(未使用) 

 

RY(n+3)A エラーリセットフラグ １： エラーリセット(ＵG 通信異常クリア)  

RY(n+3)B    

RY(n+3)C    

RY(n+3)D 予約   

RY(n+3)E    

RY(n+3)F    
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(3) RWr データ（UG1→マスタ局） 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ No. 信号名称 詳細 備考 

RWrn0 ﾓﾆﾀ値 1 
通 常：出力電流値 0～1250(0.1%単位)  

設定値：制御信号 0～1000(0.1%単位) ﾊﾟﾗﾒｰﾀ P 

RWrn1 ﾓﾆﾀ値 2 
通 常：出力電圧値 0～1250(0.1%単位)  

設定値：手動(上限)信号 0～1000(0.1%単位) ﾊﾟﾗﾒｰﾀ H 

RWrn2 ﾓﾆﾀ値 3 
通 常：出力電力値 0～1250(0.1%単位)  

設定値：下点(下限)信号 0～1000(0.1%単位) ﾊﾟﾗﾒｰﾀ L 

RWrn3 ﾓﾆﾀ値 4 
通 常：ソフトスタート時間 0～3000(0.1 秒単位) ﾊﾟﾗﾒｰﾀ E 

設定値：勾配信号 0～1000(0.1%単位) ﾊﾟﾗﾒｰﾀ F 

RWrn4 ﾓﾆﾀ値 5 

通 常：０８～０Ｆ：ディレー時間 0～30(0.1 秒単位) ﾊﾟﾗﾒｰﾀ d 

    ００～０７：周期時間 10～30(0.1 秒単位) ﾊﾟﾗﾒｰﾀ t 

設定値：ソフトスタート時間 0～3000(0.1 秒単位) ﾊﾟﾗﾒｰﾀ E 

RWrn5 ﾓﾆﾀ値 6 

通 常：０９～０Ｆ：予約   

       ０８：自己診断機能設定 １：有／０：解除 ﾌｧﾝｸｼｮﾝ F700 

    ００～０７：入出力特性切換え 0～7(関数 No.) ﾊﾟﾗﾒｰﾀ n 

設定値：０８～０Ｆ：ディレー時間 0～30(0.1 秒単位) ﾊﾟﾗﾒｰﾀ d 

    ００～０７：周期時間 10～30(0.1 秒単位) ﾊﾟﾗﾒｰﾀ t 

RWrn6 ﾓﾆﾀ値 7 

通 常：０８～０Ｆ：電流制限量 10～110(1%単位) ﾊﾟﾗﾒｰﾀ C 

    ００～０７：ヒータ断線量 5～50(1%単位) ﾊﾟﾗﾒｰﾀ U 

設定値：０９～０Ｆ：予約   

       ０８：自己診断機能設定 １：有／０：解除 ﾌｧﾝｸｼｮﾝ F700 

    ００～０７：入出力特性切換え 0～7(関数 No.) ﾊﾟﾗﾒｰﾀ n 

RWrn7 ﾓﾆﾀ値 8 

通 常：予約   

設定値：０８～０Ｆ：電流制限量 10～110(1%単位) ﾊﾟﾗﾒｰﾀ C 

    ００～０７：ヒータ断線量 5～50(1%単位) ﾊﾟﾗﾒｰﾀ U 

RWrn8 ﾓﾆﾀ値 9 

通 常：予約   

設定値：０８～０Ｆ：位相/ｻｲｸﾙ設定 ※1 ﾌｧﾝｸｼｮﾝ F100＜UG 追加＞ 

    ００～０７：ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ制御設定 ※1 ﾌｧﾝｸｼｮﾝ F400＜UG 追加＞ 

RWrn9 ﾓﾆﾀ値 10 予約   

RWrnA ﾓﾆﾀ値 11 予約   

RWrnB ﾓﾆﾀ値 12 予約   

RWrnC ﾓﾆﾀ値 13 予約   

RWrnD ﾓﾆﾀ値 14 予約   

RWrnE ﾓﾆﾀ値 15 予約   

RWrnF ﾓﾆﾀ値 16 予約   

※1：データの詳細 

08～0F：位相/ｻｲｸﾙ設定 1：位相制御／2：ｻｲｸﾙ間欠式／3：ｻｲｸﾙ連続式 （表示パネルによる設定値+1 の値になります） 

00～07：ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ制御設定 1：制御無し／2：定電流／3：定電圧／4：定電力（表示パネルによる設定値+1 の値になります） 
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(4) RWw データ（マスタ局→UG1） 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ No. 信号名称 詳細 備考 

RWwn0 設定値 1 制御信号 0～1000(0.1%単位) ﾊﾟﾗﾒｰﾀ P 

RWwn1 設定値 2 手動(上限)信号 0～1000(0.1%単位) ﾊﾟﾗﾒｰﾀ H 

RWwn2 設定値 3 下点(下限)信号 0～1000(0.1%単位) ﾊﾟﾗﾒｰﾀ L 

RWwn3 設定値 4 勾配信号 0～1000(0.1%単位) ﾊﾟﾗﾒｰﾀ F 

RWwn4 設定値 5 ソフトスタート時間 0～3000(0.1 秒単位) ﾊﾟﾗﾒｰﾀ E 

RWwn5 設定値 6 
０８～０Ｆ：ディレー時間 0～30(0.1 秒単位) ﾊﾟﾗﾒｰﾀ d 

００～０７：周期時間 10～30(0.1 秒単位) ﾊﾟﾗﾒｰﾀ t 

RWwn6 設定値 7 
０８～０Ｆ：予約   

００～０７：入出力特性切換え 0～7(関数 No.) ﾊﾟﾗﾒｰﾀ n          ※3 

RWwn7 設定値 8 
０８～０Ｆ：電流制限量 10～110(1%単位) ﾊﾟﾗﾒｰﾀ C 

００～０７：ヒータ断線量 5～50(1%単位) ﾊﾟﾗﾒｰﾀ U 

RWwn8 設定値 9 
０８～０Ｆ：位相/ｻｲｸﾙ設定 ※2 ﾌｧﾝｸｼｮﾝ F100＜UG 追加＞ 

００～０７：ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ制御設定 ※2 ﾌｧﾝｸｼｮﾝF400＜UG追加＞  ※3 

RWwn9 設定値 10 予約   

RWwnA 設定値 11 予約   

RWwnB 設定値 12 予約   

RWwnC 設定値 13 予約   

RWwnD 設定値 14 予約   

RWwnE 設定値 15 予約   

RWwnF 設定値 16 予約   

※2：データの詳細 

08～0F：位相/ｻｲｸﾙ設定 0：変更しない／1：位相制御に変更／2：ｻｲｸﾙ間欠式に変更／3：ｻｲｸﾙ連続式に変更 

00～07：ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ制御設定 0：変更しない／1：制御無しに変更／2：定電流に変更／3：定電圧に変更／4：定電力に変更 

（変換ボードが対応していないモードを書き込んだ場合、モードは切り替わりません。） 

 

※3：運転中の変更が出来ないパラメータです。以下に注意事項があります。 

 ・ 運転中に書き込みを行った場合、要求として受け付けますが動作は切り替わりません。この

間に読み出しを行うと書き込みした値が読み出されます。実際の動作と差が生じますのでご

注意ください。 

 ・ 運転中に書き込みを行った値は、運転停止したタイミングでユニットの動作に反映されま

す。 
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7.2 通信手順 

 イニシャルデータ処理要求とイニシャルデータ処理完了 

イニシャルデータ処理要求フラグ(ＲＸ(ｎ＋３)８)とイニシャルデータ処理完了フラグ(ＲＹ(ｎ＋３)８)は使用

していません。 

電源投入後、UG ユニットとの通信が正常であれば、リモート局ＲＥＡＤＹフラグ(ＲＸ(ｎ＋３)Ｂ)がＯＮしま

す。 

 

 イニシャルデータ設定要求とイニシャルデータ設定完了 

イニシャルデータ設定要求フラグ(ＲＹ(ｎ＋３)９)とイニシャルデータ設定完了フラグ(ＲＸ(ｎ＋３)９)は使用

していません。 

 

 リモート入出力データ(ＲＸ・ＲＹデータ) 

リモート入出力データの読出し,書込みについては、特にシーケンス等はありません。任意のデータを読み書き

することが可能です。 

 

 リモートレジスタデータ(ＲＷｒ・ＲＷｗデータ) 

リモートレジスタデータの読出し,書込みについては、ページ単位で読出し／書込みします。 

但し、設定値１～１６(ＲＷｗｎ０～ＲＷｗｎＦ)については、常に読出しが可能です。 

 

 モニタ値１～１６のデータ読出し(ＲＷｒデータ) 

ＣＣ－Ｌｉｎｋインターフェイスボードと UG ユニットとのインターフェイスのタイミングにより正しくデ

ータが読み出せない場合がありますので、データの読出しは、１回の通信で必ず複数回実施してください。 
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 モニタ値１～１６のデータ切替方法 

モニタ値切替え要求フラグ(ＲＹ(ｎ＋０)Ｆ)により、読み出すデータを切り替えることが出来ます。手順は以下

の通りです。 

(1) モニタ値切替えが｢通常｣設定の場合 

① モニタ値切替え要求フラグ(ＲＹ(ｎ＋０)Ｆ)を“０”に設定します。 

② モニタ値切替え状態フラグ(ＲＸ(ｎ＋０)３)に“０”が設定されます。 

③ モニタ値１～１６(ＲＷｒｎ０～ＲＷｒｎＦ)のデータを読出すると、モニタ値切替えが｢通常｣設

定のデータが読出できます。 

(2) モニタ値切替えが｢設定値｣設定の場合 

① モニタ値切替え要求フラグ(ＲＹ(ｎ＋０)Ｆ)を“１”に設定します。 

② モニタ値切替え状態フラグ(ＲＸ(ｎ＋０)３)に“１”が設定されます。 

③ モニタ値１～１６(ＲＷｒｎ０～ＲＷｒｎＦ)のデータを読出すると、モニタ値切替えが｢設定値｣

設定のデータが読出できます。 

 UG1 ユニットの場合 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ No. 
モニタ値切替え状態フラグ ＲＸ(ｎ＋０)３ 

備考 
０：｢通常｣設定 １：｢設定値｣設定 

RWrn0 出力電流値 制御信号  

RWrn1 出力電圧値 手動(上限)信号  

RWrn2 出力電力値 下点(下限)信号  

RWrn3 ソフトスタート時間 勾配信号  

RWrn4 
０８～０Ｆ：ディレー時間 

ソフトスタート時間 
 

００～０７：周期時間  

RWrn5 

０９～０Ｆ：予約   

   ０８：自己診断機能設定 ０８～０Ｆ：ディレー時間  

００～０７：入出力特性切換え ００～０７：周期時間  

RWrn6 

 ０９～０Ｆ：予約  

０８～０Ｆ：電流制限量    ０８：自己診断機能設定  

００～０７：ヒータ断線量 ００～０７：入出力特性切換え  

RWrn7 予約 
０８～０Ｆ：電流制限量  

００～０７：ヒータ断線量  

RWrn8 予約 
０８～０Ｆ：位相/ｻｲｸﾙ設定 

UG にて追加 
００～０７：ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ制御設定 

RWrn9 予約 予約  

RWrnA 予約 予約  

RWrnB 予約 予約  

RWrnC 予約 予約  

RWrnD 予約 予約  

RWrnE 予約 予約  

RWrnF 予約 予約  
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 設定値１～１６データの書込み(ＲＷｗデータ) 

設定値 1～16 を UG ユニットに書き込む手順は以下の通りです。 

① 設定値１～１６有効無効フラグ(ＲＹ(ｎ＋０)Ｅ)を無効“０”に設定します。 

② 設定値１～１６データ(ＲＷｗｎ０～ＲＷｗｎＦ)を書込みます 

③ 設定値１～１６有効無効フラグ(ＲＹ(ｎ＋０)Ｅ)を有効“１”に設定します。 

④ 設定値１～１６データ(ＲＷｗｎ０～ＲＷｗｎＦ)を書込みます。 

⑤ 設定値１～１６有効無効フラグ(ＲＹ(ｎ＋０)Ｅ)を無効“０”に設定します。 

 

常時設定値データを書込む場合は、手順①～④ののち手順⑤は行わず、設定値１～１６有効無効フラグ 

(ＲＹ(ｎ＋０)Ｅ)を有効“１”に設定してください。 

 

  



18 

 

8 インジケータ 

UG-CL 上には RUN，ERR，RD，SD の４種類の LED があり、点灯，消灯，点滅により動作状態を表してい

ます。 

                    

 

LED 名称 点灯 消灯 点滅 

RUN 

ﾈｯﾄﾜｰｸ加入後の正常交信 1.ﾈｯﾄﾜｰｸ加入前 

2.受信 N.G. 

3.ﾀｲﾑｵｰﾊﾞ 

4.ﾊｰﾄﾞｳｪｱﾘｾｯﾄ中 

－ 

SD 送信中 ﾊｰﾄﾞｳｪｱﾘｾｯﾄ中 － 

RD 
受信中 1.受信 N.G. 

2.ﾊｰﾄﾞｳｪｱﾘｾｯﾄ中 
－ 

ERR 

1.CRC ｴﾗｰ 

2.局番 SW 設定異常 

3.ﾎﾞｰﾚｰﾄ SW 設定異常 

1.正常交信 

2.ﾊｰﾄﾞｳｪｱﾘｾｯﾄ中 

電源投入後に 

SW 設定が変化した。 

(0.4s 点滅) 

 

○:点灯  ●:消灯  ◎:点滅 

RUN SD RD ERR 動作 

○ ◎ ○ ◎ 正常交信しているが、ノイズでＣＲＣエラーが時々発生している。 

○ ◎ ○ ◎ リセット解除時のボーレート・局番設定から変化した。 

○ ● ○ ◎ 受信データがＣＲＣエラーとなり、応答できない。 

○ ◎ ○ ● 正常交信 

○ ● ○ ● 自局宛データこない。 

● ◎ ○ ◎ ポーリング応答はしているが、リフレッシュ受信がＣＲＣエラー 

● ● ○ ◎ 自局宛データがＣＲＣエラー 

● ◎ ○ ● リンク起動されていない。 

● ● ○ ● 自局宛データが無いか、ノイズにより自局宛を受信不可 

● ● ● ● 断線等でデータを受信できない。電源断またはハードウェアリセット中 

● ● ○，● ○ ボーレート、局番設定不正 
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9 その他 

9.1 ネットワークの接地 

ＣＣ－Ｌｉｎｋでは、ユニットごとに専用接地が推奨されています。困難な場合は共用接地としてください。 

接地は、必ずＤ種接地とすること。 

接地は、駆動系のインバータ等とは別の専用接地とすること。 

9.2 ノイズ対策上の留意事項 

誘導ノイズを防止するため通信線は、他の電源線、動力線とは分離配線すること。 

高圧機器が設置されている盤内への取付けは避けること。 

ノイズを発生しやすい機器(モータ、ソレノイドやマグネット等)には、サージキラー等でノイズ対策を行って

おくこと。 

9.3 マスタ局設定例 

三菱製ＰＬＣマスタ局(QJ61BT11N)を使用する場合の設定方法を下記に示します。 

GX Works2 の「ネットワークパラメータ CC-Link」設定画面を例に示します。 

 

 特殊リレー、特殊レジスタ、リトライ回数、自動複列台数： 

任意の値とします。ご使用の環境に応じて設定してください。 

 スキャンモード指定：通信速度が 5M，10Mbps の場合、接続台数に関わらず「同期」を選択してくださ

い。※通信速度については、ノイズ等の影響により下げる必要も生じます。 

 動作設定、イニシャル設定、割込み設定： 

設定変更不要とします。必要であればご使用の環境に応じて設定してください。 

 局情報：下図の通りです。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

営業本部 〒533-0031 大阪市東淀川区西淡路 3-1-56 

電話 (06)6325-0500 

東京支店 〒110-0015 東京都台東区東上野 1-28-12 

電話 (03)3834-1700 

中部営業所 〒461-0001 名古屋市東区泉 1-23-30 

電話 (052)955-5600 

九州営業所 〒812-0013 福岡市博多区博多駅東 2-15-19 

電話 (092)431-7586 

北陸事務所 〒920-0901 石川県金沢市彦三町 1-2-1 

電話 (076)293-1725 

ウェブサイト https://www.sansha.co.jp 

電力調整器担当までご連絡ください。 

 

本取扱説明書は予告なく変更する場合があります。 
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